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"バターン"研究会に参入 してきた新 しい分野としては (人は必ずしも新しくな
い)､上に述べたように､高分子や粉体など複雑な系でのレオロジーがある｡ 複合
液体としての伝統的物性の興味から､いわゆるSel紬 由cdcddd tyとしての粉休
ダイナミクスまで問虐意識は多様であるが､これからますます盛んになっていく分
野であろう｡
"バターン"研究会では､関連する他の研究会と比べて､ (自然)現象や突放と
の比較を重視する債向があるように思われる｡実際､旧世話人の時代には工学など
他の分野に新 しく物性理論の対象となる詩境がないか探そうとしたことがある.一
方,パターン形成という青葉は､研究会では､非平衡開放系での自己組織化も含ん
でおり､こちらは実験との比較はよりソフ トである｡内的には､このような幅の広
いスペクトルをもった研究者集団の研究会をどうとりまとめるかということが間者
なのであり､外的には､'複雑系'研究会のような関連する研究会とのあり方をき
ちんとする必要があるのであろう｡
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